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「その 頃の 箱 根 はまる で 違います よ」 

半 七 老人 は 天 保 版の 道中 懐 宝 図鑑と いう 小形の 本 を 

あけて 見せた。 

かやぶ き 

「御覧なさい。 湯 本で も宫の 下で もみん な茅葺 屋根に 

描いて あるでしょう。 それ を 思う と、 むかしと 今と は 

とうじ 

すっかり 変った もんです よ。 その 頃 は 箱 根へ 湯治に 行 

くなんて いうの は 一生に 一度ぐ らいの 仕事で、 そり や 

あ 大変でした。 いくら 金の ある 人で も、 道中が なかな 

か 億劫です からね。 まあ、 普通 は 初めの 朝に 品 川 を 



は 湯治の 何のと いう わけ じ やない ので、 実は 八丁 堀の 

旦那 (同心) の 御新造が 産後 ぶらぶら していて、 先月 

から 箱 根の 湯 本に 行って いるので、 どうしても 一度 は 

見舞に 行かな けり や あならない ような 破目に な つ て、 

無け なしの 路用 をつ かって、 御用の 暇 をみ て 道中に 出 

たわけ なんです。 それでも 旅へ 出れば のんきに なって、 

若い 奴 を 相手に 面白く あるいて 行きました。 で、 今 も 

申す 通り、 二日 目の 夕方に 酒 匂の 川 を 渡って、 小 田 原 

は た ご や わらじ 

の 御城 下に 着いて、 松屋と いう 旅籠 屋に 草鞋 をぬ ぐと、 

その 晚にー つの 事件が 出来し たんです」 



こうと 思つ ていた。 

道草 を 食いながら ぶらぶら あるいて 来たので、 一 一人 

が 宿へ 着いた の はもう 六ッ半 (午後 七 時) 頃であった。 

風呂へ はいって 来る と、 女中が すぐに 膳 を 運び出した。 

半 七 は 下戸で あるが、 多吉は 飲む ので、 二人の 膳のう 

えに は 徳利が 乗って いた。 多 吉の附 き 合いに 二、 三 杯 

飲む と、 もう 半 七 はまつ 赤に なって、 膳 を 引かせる と、 

やがて そこ へ ごろり と 横にな つ てし まった。 

「親分、 くたびれました かえ」 と、 多吉は 宿から 借り 

ぺ にず うちわ 

た 紅 摺リの 団扇で、 膝の あたりの 蚊 を 追いながら 云つ 

た。 



「むむ。 あんまり 道草 を 食った ので、 ちっとく たびれ 

おお- P ま 

たよう だ。 意気地が ねえ。 おと どし 大山へ 登った 時の 

ような 元気 はねえ よ」 と、 半 七 は 寝ころびながら 笑つ 

た。 

さ つ き 

「時に 親分。 わつ し は 先刻 ここの 風呂へ 行く 途中で 変 

な 奴に 逢い ましたよ」 

「誰に 逢った」 

「なんという 奴 だか 知らね えんです けれど、 なんでも 

かたぎ 

堅気 の 人間じゃありません。 どこかで 見た 奴 だ と 思う 

ん だが、 どうも 思い出せな いので …… 。 なにしろ 廊下 

で 私に 逢ったら、 あわてて 顔 を そむけて 行きました か 



ら、 むこうで も覚 つたに 相違ありません。 あんな 奴が 

泊って いるよう じゃあ、 ちっと 気をつけ なけり や あい 

けません ぜ」 と、 多吉は 仔細ら しく ささやいた。 

ごま はえ 

「まさか、 胡麻の 蠅 じゃある めえ」 と、 半 七 はまた 笑つ 

た。 「小 博奕で も 打つ ぐらいの 奴なら、 旅籠 屋 へきて 

別に 悪い こと もしね えだろう。 道楽者 は 却って 神妙な 

もの だ」 

こっちが 気に も 留めない ので、 多吉も それぎ リ 黙つ 

てし まった。 四ッ (午後 十 時) 頃に 床 をし かせて、 二 

人 は 六 畳の 座敷に 枕 をなら ベて 寝る と、 その 夜な かに 

半 七 はふと 目 を さました。 



「やい、 多吉。 起きろ、 起きろ」 

二、 三度 呼ばれて、 多吉は 寝ぼけ まなこ を こすった。 

「親分。 なんです」 

うち 

「なんだか 家 じゅうが そうぞう しいよう だ。 火事 か、 

どろぼう か、 起きて みろ」 

ねまき か や 

多 吉は寝 衣の ままで 蚊帳 をく ぐって 出て、 すぐに 二 

階 を 降りて 行った が、 やがて 又 あわただしく 引つ 返し 

て 来た。 

「親分。 やられた。 人殺し だ」 

半 七 も 起き直った。 多吉の 話に よると、 裏 二階に 

すん ぷ あきんど 

泊った 駿府 (静 岡) の 商人の 二人 づれが 何者に か 殺さ 



考えて いた。 「なにしろ 調べに 来る まで は 無暗に 動い 

ちゃ あなら ねえ。 まあ 差し 当って はじつ としてい ろ」 

「そうです ね」 

二人 は 床のう えに 坐って 待って いると、 廊下 を 急い 

で 来る 足音が この 座敷の まえに 止まって、 だしぬけに 

障子 を がらり と あけて 這い 込んで 来た 者が あった。 彼 

は 蚊帳の 外から 声をかけた。 

r 大哥。 多吉の 大哥。 すまね えが 助けて くれ」 

あんどう 

「誰 だ」 と、 多吉 はう す 暗い 行燈の 火で 蚊帳 越しに 透 

かしてみ ると、 それ は 廊下で さっき 出逢った 男で あつ 

た。 彼 は 二十 八 九で、 色の あさ 黒い、 小 じっかり とし 



た 男で、 ひどく あわてた ように 息 を はずませ ていた。 

「わつ しだ、 小 森の 屋敷の 七 蔵 だ。 おめえ にはちつ と 

義理の 悪い ことがある もんだ から、 さっき は 知らね え 

ごしょ ラ 

顔 をして 悪かった。 後生 だ、 なんとか 助けて くれ」 

名乗られて、 多吉 もようよう 思い出した。 かれは 下 

谷の 小 森と いう 与力の 屋敷の 中間で、 ふだんから 余り 

み じよ-つ 

身 状の よくない、 方々 の 屋敷の 大部屋へ はいりこんで 

ばくち 

博奕 を 打つ の を 商売の ようにし ている 道楽者であった。 

去年の 暮、 あると ころで 彼 は 博奕に 負けて、 寒空に 素つ 

裸に されよう とすると ころへ 、 ちょうど 多吉が 行き あ 

わせて、 可哀 そうだと 思って 一分 二 朱ば かり 貸して 



を 変えた。 

前に もい う 通り、 それが 当時の 習いと は 云いながら、 

素姓の 知れない もの を 供と いつわって 関所 をぬ けさせ 

たという ことが、 表向きの 詮議に なれば 面倒で ある こ 

と は 云う まで もない。 煎じつ めれば、 これ も 一種の 関 

破りで ある。 何事 もなければ 仔細 はない が、 こういう 

事件が 出来，" した 以上、 もう 隠す にも 隠されない 破目 

せめ 

になって、 巿之助 は 当然 その 責を 負わなければ ならな 

かった。 もう 一 つの 面倒 は、 御用の 道中で ありながら、 

本陣 または 脇 本陣に 泊らないで、 殊更に 普通の 旅籠 屋 

にと まった という ことで ある。 そうして、 その 旅籠 屋 



ていたが、 覚られ て は 致し方がない。 どうぞ 情けに 切 

腹 させて くれ」 

ひじ 

刀 を 取り直そう とする 臂の あたり を、 半 七 は あわて 

て摑ん だ。 

「御 短慮で ございます。 まずお 待ちく ださい まし。 こ 

の 七 蔵 は 又 引 つ 返して 参った の で， 、- J ざいます か」 

さぶ 

「切腹と 覚悟いた したれば、 身を浄 めようと 存じて 湯 

殿へ 顔 を 洗いに まいって、 戻って みれば 重々 不埒な 奴、 

わたしの 寝床の 下に 手 を 入れて、 胴卷 をぬ すみ 出そう 

と 致して おった。 所詮 助けられぬ とすぐ 手討ちに いた 

した」 
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